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研究成果の概要：日本語母語の一般的大学生の英単語の文字音韻変換方略は、母音書記素と子

音書記素を群化する方法、および、連字の書記素を音素へ変換する方法、特に母音のそれを音

素に変換する方法のそれぞれをどの程度習得するかによって、変化する。日本語母語話者に特

徴的な CVを単位とした音節の分割方法は、文字音韻変換において補償的に機能している。 
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１．研究開始当初の背景 
一般に、英語をはじめとする表音文字の言

語のリーディングには、その最も基本的な部

分に、単語の綴りを発音に変換して意味を捉

えるというプロセスが含まれている。特に英

語は、綴りと発音が不規則に対応する単語が

多いので、綴りを見て発音する音読の能力は、

リーディングの習得および習熟と密接に関

連している（Jackson & Coltheart, 2001）。 

英単語の綴りから発音への変換に関わる

知識と、その知識を用いた綴りから発音への

変換方略についての研究は、英語母語話者を

中心に、1970年代以降大きな発展を遂げ（e.g. 

Coltheart, 1978; Treiman & Baron, 1983; 

Coltheart & Leahy, 1992; Thompson, 1999）、

その成果はリーディング習得理論として、一

般的なリーディング教育だけにではなく、失

読症（dyslexia）などの困難を持つ学習者へ

の教育にも活用されている。 

英語母語話者を対象としたリーディング

習得研究によると、リーディング学習は視認

単語(sight word)を獲得することからを始ま

る。視認単語の獲得とは、子供が絵本などを

繰り返し読む中で、話し言葉ですでに習得さ
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れている発音と意味からなる単語に、綴りの

情報が加わり、綴りと発音と意味が不可分な

１単位として心内辞書に登録されることを

言う。英語母語の子供は、まずこの視認単語

で、英語の文字と音韻の対応関係を経験する。

そして、さまざまな英単語を読み、語彙を増

やしていく中で、英語の表記体系に則った文

字音韻変換の方略を習得する。やがて、リー

ディングに習熟すると、初見の単語や造語の

綴りでも素早く正しい発音へと変換して読

むことができるようになる。 

では、英語が外国語である学習者は、英単

語の綴りをどのように発音へと変換して読

んでいるのであろうか。一般に、彼らが用い

る綴りから発音への文字音韻変換の方略に

は、母語に由来する様々な要因が関わってく

ることが指摘されている。しかし、多くの部

分は未解明なままである。 

 
２．研究の目的 
外国語として英語を学習する日本語母語

話者の多くがリーディングで示す困難さの 1

つに、類似した英語の綴りを別な単語として

読み分けることができないということがあ

る。英語教育の実践の場においては、この困

難さにどのように対処するべきかという問

題意識が存在する。そして、認知心理学的観

点からは、この困難さには、綴りの形態的類

似性のみならず、綴りの音韻的符号化の不適

切さが関与しているであろうことが推測さ

れる。 

本研究は、以上のような問題意識を背景に

もちながら、日本語を母語とする一般的大学

生を主な対象とし、彼らの英単語の読みにお

ける文字音韻変換（grapho-phonological 

recoding）の特性を明らかにしようとしたも

のである。彼らの英単語の文字音韻変換の方

略には、英単語の読み方について教師などか

ら教えられて得た方法、実際に英単語を使用

することを通して得た方法、そして、母語の

日本語の文字音韻変換の方法などが、多かれ

少なかれ何らかの形で影響を与えているは

ずである。本研究では、日本語母語の大学生

が英単語を音読する時の、文字音韻変換の一

般的特性を明確にすること、および、その特

性の形成にかかわる要因を考察することを

試みた。 

 
 

３．研究の方法 
日本語母語話者の英語書字単語の認知処

理における文字音韻変換の方法を特定する

ために、日本の学校教育で英語の基礎学習を

終えた成人（主に大学 1年生）を対象に、英

語の書字単語の認知処理を求める4種類の心

理学的実験を実施した。実験 1、2、3 では、

ごく短時間の間に視覚提示された刺激材料

を、即座に文字音韻変換して音読する課題を

用いて、英語の書字単語の文字音韻変換の方

法を検討した。実験 4では、比較的長時間に

視覚提示された刺激材料の、文字音韻の対応

関係をじっくり考えて答える課題を用いて、

意識的に使用される文字音韻変換の対応単

位を検討した。 

（１）英単語の文字音韻構造の概観 

英語の表記体系には、文字音韻対応におけ

る則性（regularity）と定性（consistency）

という二つの規則性が、その特性に含まれる

（図 1）。また、英語母語話者を対象とした先

行研究によると、英語の視覚的単語認知の一

般的な方法には、文字音韻対応の則性に基づ

く書記素･音素対応関係（Grapheme-Phoneme 

Correspondence）を使用する方法（GPC 変換）

と、定性に基づくボディ･ライム対応関係

（Body-Rime Correspondence）を使用する方

法（BRC 変換）がある（図 2）。 

GPC ×BRC

regular-consistent regular-inconsistent

irregular-consistent irregular-inconsistent

英単語の規則性の4タイプ

GPCの則性（regularity）2タイプ×BRCの定性（consistency）2タイプ＝4タイプ

regular-consistent （R-C）タイプ regular-inconsistent （R-INC）タイプ

irregular-consistent （IR-C）タイプ irregular-inconsistent (IR-INC）タイプ

図1．単音節英単語の綴りと発音の規則性の構造

文字音韻の認知の単位

綴り・発音の変換の規則性綴り・発音の対応の規則性

文字音韻の変換処理

GPC単位
BRC単位

その他の単位
音節単位

phonological recoding

graphophonological unit

図2．英単語の音節の綴りから発音への処理

 



 

 

（２）実験 1 

「英語の習熟度が異なる日本語母語成人

における英単語音読での変換の特徴」 

①目的  

目的は、日本語母語成人の英語書字単語の

認知処理方法が、英語習熟度の違いによって

異なるかどうか、また、異なるとしたらどの

ように異なるかを検討することであった。 

②方法  

Brown and Deavers (1999)に準拠した。 

参加者：参加者は、英語の習熟度が異なる 3

群の日本語母語の成人 48名であった。 

材料と手続き：文字音韻の対応関係が正則･

一定（regular consistent: R-C）と変則･一

定（irregular consistent: IR-C）の 1音節

の英単語と偽単語をそれぞれ 50 個用いた。

参加者はカードに印字された刺激材料を英

語単語として音読するように求められた。 

③結果と考察  

刺激材料のタイプごとの正答率および GPC

変換とBRC変換による反応率と誤答のパター

ンを、参加者群間、及び Brown and Deavers 

(1999)の英語母語話者のデータと比較した。

日本語母語成人の音読反応は、偽単語では、

GPC 変換率の高習熟度群と中習熟度群と低習

熟度群の 3 群間の差が有意であり、BRC 変換

率の高習熟度群と中習熟度群の2群間の差が

有意であった(表 1)。偽単語での GPC 変換と

BRC 変換の、英語の習熟に伴う使用の変化の

パターンは英語母語話者と類似していた。実

単語の正答率は中習熟度群と低習熟度群の 2

群間で差が有意であった(表 2)。実単語では、

単語の意味が分からなくても正答率は高く、

語彙知識の有無が正答率に影響する英語母

語話者とは音読方法が異なることが示唆さ

れた。 
表 1 日本語母語話者の偽単語の平均反応率（％） 

 R-C 偽単語 

 習熟度 GPC 変換（SD） その他（SD） 

 高 94.67 ( 7.84) 5.43 ( 7.81) 

 中  80.86（20.25） 19.19 (20.25) 

 低 57.94 (26.68) 42.11 (26.27) 

IR-C 偽単語 

習熟度   GPC 変換（SD）   BRC 変換（SD） その他（SD） 

 高  54.33 (22.90) 44.67 (21.75)  1.44 ( 2.87) 

 中 68.77 (28.11) 18.07 (15.77)  12.51 (23.60) 

 低 65.98 (35.78) 12.52 (13.98) 21.54 (31.90) 

表 2 日本語母語話者の単語の平均反応率（％） 

習熟度   R-C 単語（SD）   IR-C 単語（SD） 

高 100.00 (0.00) 99.31 (2.07) 

中  99.17 (2.18) 94.47 (6.57) 

低  94.60 (7.84)  88.21 (16.95) 

（３）実験 2 

「本語母語大学生の英単語音読における

綴りから発音への変換の特徴」 

①目的  

目的は、最も平均的な日本語母語大学生の

英単語音読における綴りから発音への変換

の特徴を明らかにすることであった。 

②方法  

Coltheart and Leahy (1992) に準拠した。 

参加者：参加者は、実験 1の中習熟度の日本

語母語成人に相当する日本語母語の大学1年

生 30名であった。 

材料と手続き：材料には、CVC3 文字の偽単語

30 個と、1 音節 4～6 文字で文字音韻対応が

正則･一定（regular consistent: R-C）条件、

変則･一定（irregular consistent: IR-C）

条件、正/変則・不定(regular/irregular 

inconsistent: R･IR-INC）条件の偽単語 60

個と、正則･一定（R-C）条件、正則・不定

（R-INC）条件、変則･一定（IR-C）条件、変

則・不定（IR-INC）条件の英単語 100 個を用

いた。参加者は、全ての材料を英単語として

音読するように求められた。材料は図 3の間

隔でコンピューター画面に提示された。 
 

注視点    材料1   注視点   材料2  材料3 

500ms    3000ms   500ms    3000ms  

 

図 3．刺激材料提示の方法 
 
③結果と考察  

正答率および正則反応率と変則反応率と

音読潜時を、材料条件間で比較した。正答率、

反応率、潜時、誤答のパターンを、Coltheart 

and Leahy (1992) の英語母語話者のデータ

と比較した。日本語母語大学生の、刺激材料

の条件間の正答率、反応率、潜時の差は有意

で、英語の文字音韻対応の規則性について習

得した知識が、音読に一定の効果をもたらし

たことを示した。彼らのその反応のパターン

は母語をほぼ習得した英語母語の小学生の

ものに相当することが確認された。 

偽単語では、正/変則・不定（R･IR-INC）

条件での変則反応率と、変則・一定（IR-C）

条件での正則反応率が高く、文字音韻変換の

パターンが英語母語話者とは逆であった。誤

答の分析からは、英語の文字音韻構造を無視

した CV 分割が、彼らの音読反応に正と負で

一定の効果を与えていることが示唆された。 
 



 

 

（４）実験 3 

「日本語母語大学生の英語の書記素から

音素への変換の特徴」 

①目的  

目的は、英単語の文字音韻対応関係で最も

基本的なGPCの使用を書記素レベルで検討す

ることであった。 

②方法  

Fletcher-Flinn and Thompson (2004) に

準拠した。 

参加者：参加者は、実験 2に参加した日本語

母語の大学 1年生 30名であった。 

材料と手続き：英語の 26 個の単字書記素と

29個の連字書記素が使用された。実験 2と同

じ手続きが用いられた。 

③結果と考察  

正答率と正答潜時および誤答を分析し、

Fletcher-Flinn and Thompson (2004) の英

語母語話者のデータと比較した。正答率は連

字よりも単字で高く、このパターンは英語母

語話者と同じであった。潜時は短時よりも漣

字で短く、このパターンは英語母語話者と逆

であった。特に母音書記素で正答率が低く、

二重母音書記素では、さらに正答率が低かっ

た（表 3、表 4）。 

母音書記素の認知処理の方法が、日本語母

語大学生の文字音韻変換を特徴付ける大き

な要因になっていることが示された。この母

音の文字音韻処理に、ローマ字表記の日本語

の文字音韻処理方法が影響しているであろ

うことが示唆された。 
 

表 3  日 本 語 母 語 大 学 生 と 英 語 母 語 話 者
(Fletcher-Flinn & Thompson, 2004)の平均音読正答率
（%） 

  日母語大学生（SD）  英母語小学生（SD） 

 単字書記素 82.23 (7.80)  71.0（13.00） 

 連字書記素 54.37 (9.70) 58.0 (12.90) 

 

表 4  日 本 語 母 語 大 学 生 と 英 語 母 語 話 者
(Fletcher-Flinn & Thompson, 2004)の平均正答潜時（ms） 

  日母語大学生（SD） 英英母語小学生（SD） 

 単字書記素 1656.87 (332.98)   956.0（246.00） 

 連字書記素 1545.87 (296.83) 1055.0 (303.00) 

 

（５）実験 4 

「日本語母語大学生の英単語認知に関わ

る文字音韻単位」 

①目的  

目的は、日本語母語の大学生が、英単語の

文字と音韻を関係付けるのに意識的に用い

る文字音韻対応単位を明らかにすることで

あった。 

②方法  

Scarborough, Ehri, Olson, and Fowler 

(1998) に準拠した。 

参加者：参加者は、実験 2と実験 3に参加し

た日本語母語の大学 1年生 30名であった。 

材料と手続き：文字数が異なる 1 音節～5 音

節の英単語 19 個を用いた。参加者は綴りを

見ながら発音を聞き、各材料の発音に含まれ

る最小の音韻単位の数を答えるように求め

られた。次にその音韻単位に対応する文字を、

綴りの分割で示すよう求められた。 

③結果と考察  

英単語の文字音韻対応関係の特徴である 

<オンセット＋ライム>、すなわち <C＋VC> 

の基本的な構造に違反する文字音韻対応単

位の使用が顕著であった。オンセットとライ

ムの境界を越えた CV 分割を、日本語母語の

大学生は文字音韻単位として頻繁に使用し、

これが彼らの英語の書字単語の認知処理を

特徴付けていることが確認された。また、こ

の CV 分割に母音を表す文字の認知処理が大

きく関っていることが確認された。 
 

（６）総合的考察 

外国語としての英語の書字単語の処理方

法の英語の習熟による変化は、以下の 4点に

まとめられる。1）日本語母語の大学生の英

語の書字単語の音読反応には、英語の文字音

韻対応関係に則った GPC や BRC の変換方法と、

英語の文字音韻対応関係を無視した CV 分割

などの変換方法が同時に関っている。2）CV

分割は日本語母語大学生の英語の書字単語

認知に正と負の両方の効果を及ぼし、誤答反

応だけではなく正答反応にも関っていると

考えられる。3）単語の文字音韻対応では、

子音の文字音韻の対応はほぼ一定している

が、母音の文字音韻の対応は一定していない。

この母音についての知識の不足が、CV分割の

要因となる。 

日本語母語話者では、主に学習基本英単語

をもとに英単語の文字音韻対応関係の知識

が形成される。しかし、日本語母語話者が英

単語の文字音韻の認知処理で主に使用する

知識は、語彙知識とは関連していない（図4） 

次に、英語の母音についての知識の変化に

ついての考察は以下の 2点にまとめられる。 

1）英単語の語彙量が増え、様々な文字音韻

の対応関係を経験すると、書記素と音素の対

応関係についての知識が蓄積され整理され



 

 

る。このプロセスで、書記素と音素の対応が

一定しない母音の処理方法も習得される。母

音の文字と音韻の関係が整理され、英語の基

本的な文字音韻変換単位であるGPCが充分に

習得されると、CV分割の方法では英単語の綴

りの文字と音韻を正確に変換できないこと

に気付くようになる（図 5）。2）一般に、外

国語の習得において、CV分割のような母語の

文字音韻の認知処理にも共通する方法が、目

標言語の認知を容易にする当座の方略とし

て、目標言語の習得がほぼ完了するまで、利

用され続けると考えられる。 
 

綴り発音

単語の発音の記憶 単語の綴りの記憶

語彙ルート

非語彙ルート

意味

音
韻
単
位

文
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CV変換 （かな音節×音素 ローマ字対応 CV分割）

位置関係変換（音韻記憶 位置･音韻の推論 位置記憶）

図4 日本語母語の大学生の英単語音読における文字音韻変換
注） 破線は不完全な処理プロセスを示す。

音韻を纏める 文字音韻対応
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GPC対応

<CV分割の使用多>
<CV分割の使用少>

ローマ字変換
syllabery

部分的GPC変換
partial alphabetic

GPC変換
alphabetic

<1対1のV対応> <1対多のV対応>

/a//i//u//e//o/ 
▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

/b//s//d//g//h//k/

/m//n//p/ etc 

/ʃ//ʤ�//ʧ�//ʦ�//ӡ�//ŋ/ 

▲ ▲ ▲ ▲

/a//i//u//e//o/

/ə//ʌ//æ//ɑ//є�//ℯ�//ɔ/

/b//s//d//g//h//k/

/m//n//p/ etc

/ʃ//ʤ�//ʧ�//ʦ�//ӡ�//ŋ/

/ð//Ѳ�//ƒ//v/

/a//i//u//e//o/

/ə//ʌ//æ//ɑ//є�//ℯ�//ɔ/
/b//s//d//g//h//k/

/ʃ//ʤ�//ʧ�//ʦ�//ӡ�//ŋ/
/ð//Ѳ�//ƒ//v/ 

図5 日本語母語話者英語習得と文字音韻意識の変化
注） ▲は欠損を示す。実線の囲みは英語指導で与えられる知識を示す。破線の囲みは英語指導では
必ずしも与えられない知識を示す。 はCV分割および母音対応の変化を示す。

/m//n//p/etc

（７）結論 

日本語母語話者の英単語の認知処理と、英

語の習熟による処理の変化に、英語の母音を

表す文字と音韻についての知識が強く関っ

ている。日本語母語大学生に特徴的な CV 分

割と、習熟によるその使用の変化は、英単語

の認知方略における英語の母音についての

知識の変化を指し示すものである。 
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４．研究成果 

本研究は、従来、日本語母語話者の外国語

としての英語の習得を論ずる際に看過され

がちであった、英単語の音読に焦点を定める

ことにより、日本語母語の一般的大学生の英

単語の文字音韻変換方法の特徴を明らかに

しようとしたものである。本研究の成果は、

大きく以下の3点において認めることができ

る。1）日本語母語話者の音読には、CV分割



 

 

変換の使用が基盤としてあること、さらには、

英語習熟度が高い場合であっても、BRC の習

得の不十分さからくるGPC正則変換の過剰適

用があることを確認した。2）日本語母語話

者の英単語の音読方略が英語の習熟度によ

ってどのように変化するかには、母音の GPC

の習得、および、母音書記素を音素へ変換す

る方法、特に連字のそれを音素に変換する方

法の習得が、大きく関わっていることを明ら

かにした。3）従来の外国語習得の研究では、

日本語母語話者に特徴的な CV分割の文字音

韻変換方略は、単純に母語（日本語のローマ

字音読）の変換方略の転移として捉えられて

きたが、本研究は、日本語母語話者の英単語

の文字音韻変換方略における CV分割変換の

補償的な機能を指摘し、CV分割変換が文字と

音韻の変換方法の 1つであるだけではなく、

日本語母語話者の英語の習得に伴う音読方

略の変化のきっかけを与える方法となって

いる可能性を提示した。 
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